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P32 解説について 

解説表 4.1 の引用文献ポインタが古いままではないでしょうか？ 

2004 で差しているのは以下です。ご確認くださいませんでしょうか？ 

4)→ 5) 

17)→ 9) 

21)→ 14) 

35)→ 10) 

（対応） 

参考文献の番号を並び替えた際、引用箇所の番号を変更し忘れのための誤植です。下記のよ

うに修正します。 

放射

線の 

種類 

エネルギー範

囲(MeV) 
データの出典 

照射

条件
特記事項 

光 

子 

0.01MeV 以上

5MeV 未満 

ICRP Publication 

742) 
AP 省略 

5MeV 以上 

10GeV 以下 
日本グループ 5),9),10) AP 省略 

中 

性 

子 

20MeV 以下 
ICRP Publication 

742) 
AP  

20MeV を越え

て 5GeV 
日本グループ 10),14) AP 省略 
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